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斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
相
と
建
設
四
団

体
ト
ッ
プ
に
よ
る
意
見
交
換
で
、斉
藤
国

交
相
は
、「
施
工
余
力
に
問
題
は
な
い
と

考
え
て
い
る
」と
一
部
報
道
に
反
論
し

た
。「
公
共
事
業
　
未
消
化
四
兆
円
」と

の
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
た
記
事
は
、政
府

が
公
共
事
業
予
算
を
計
画
的
に
消
化
出

来
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、斉
藤
国
交
相
は「
繰
り

越
し
は
予
算
の
使
い
残
し
に
あ
た
る
も

の
で
は
な
い
」と
前
置
き
し
た
う
え
で
、

「
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
の
た
め
の

五
か
年
加
速
化
対
策
が
補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
繰
越
額
が
増

加
し
て
い
る
が
、執
行
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
」と
説
明
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る「
公
共
事
業
バ
ッ
シ
ン
グ
」

は
、財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
や

の
取
り
組
み
も
加
速
し
た
。

　
こ
の
結
果
、公
共
事
業
批
判
に
つ
な
が

る『
風
物
詩
』も「
選
択
と
集
中
」「
ク
ラ

ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
」「
公
共
投
資
総
額

抑
制
」「
社
会
資
本
は
概
成
」な
ど
、そ

れ
ま
で
の
悪
玉
論
や
不
要
論
と
い
っ
た
暴

論
に
近
い
も
の
か
ら
や
や
落
ち
着
い
た

キ
ー
ワ
ー
ド
に
移
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
、近
年
の『
風
物
詩
』と
し

て
、「
施
工
余
力
」が
あ
る
が
、こ
ち
ら
は

財
政
抑
制
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
担
い

手
確
保
・
育
成
と
い
う
建
設
産
業
界
が

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
課
題
と
も
連

動
し
て
い
る
。冒
頭
の「
公
共
事
業
予
算

の
繰
越
額
」と
連
動
さ
せ
た「
現
状
の
施

工
余
力
」指
摘
に
つ
い
て
は
、技
能
労
働

者
過
不
足
率
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
増
加
や
施
工

時
期
平
準
化
な
ど
に
よ
る
施
工
効
率
向

上
な
ど
を
理
由
に
、国
交
省
だ
け
で
な
く

建
設
産
業
界
も「
施
工
余
力
に
問
題
は

な
い
」と
反
論
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、現
状
で
は
な
く
将
来
の
建

設
生
産
シ
ス
テ
ム
を
担
う
労
働
力
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

　
直
近
、二
〇
二
二
年
七
月
の
総
務
省
労

働
力
調
査
に
よ
れ
ば
、建
設
業
就
業
者

数
は
前
年
同
月
比
一
四
万
人
減
の
四
五

骨
太
方
針
・
成
長
戦
略
、予
算
編
成
議

論
に
合
わ
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
報
道
が
さ

れ
て
き
た
。こ
れ
ま
で
の
一
連
の
報
道
を

冷
や
や
か
に
言
え
ば
、春
・
夏
か
ら
秋
・

冬
に
か
け
た『
風
物
詩
』の
よ
う
な
存
在

に
も
見
え
る
。

　
こ
の『
風
物
詩
』、財
務
省
と
の
関
係

も
平
成
時
代
か
ら
二
〇
年
以
上
続
い
て

い
る
。建
設
産
業
界
に
と
っ
て
看
過
で
き

な
い
こ
の『
風
物
詩
』は
、二
〇
〇
一
年

四
月
に
発
足
し
た
小
泉
政
権
下
、「
公
共

事
業
の
費
用
対
効
果
へ
の
疑
義
」か
ら

「
公
共
事
業
悪
玉
論
」ま
で
、誤
解
・
曲

解
・
無
理
解
と
も
言
え
る
よ
う
な
報
道

が
相
次
い
だ
。

　
当
時
、今
で
は
も
う
止
め
よ
う
が
な
い

ほ
ど
増
大
し
た
社
会
保
障
費
の
増
額
幅

も
年
五
、〇
〇
〇
億
円
程
度
。財
政
支
出

八
万
人
だ
っ
た
。七
月
の
全
体
就
業
者
数

も
同
二
万
人
減
の
六
、七
五
五
万
人
に
と

ど
ま
っ
た
が
、一
五
歳
以
上
人
口
に
占
め

る
就
業
者
の
割
合
、い
わ
ゆ
る
就
業
率
は

〇
・
五
㌽
増
の
六
一
・
三
％
と
わ
ず
か

だ
が
上
昇
し
た
。

　
こ
の
労
働
力
統
計
を
も
う
少
し
細
か

く
見
る
と
、建
設
産
業
の
担
い
手
確
保
・

育
成
へ
向
け
た
ト
レ
ン
ド
ワ
ー
ド
が
よ
り

は
っ
き
り
と
す
る
。

労
働
力
　
増
加
は
女
性
と
外
国
人

　
五
年
ご
と
に
国
が
行
う「
令
和
二（
二

〇
二
〇
）年
国
勢
調
査
」に
よ
れ
ば
、労

働
力
人
口（
一
五
歳
以
上
人
口
の
う
ち
、

就
業
者
と
完
全
失
業
者
を
合
わ
せ
た
人

口
）は
六
、八
一
二
万
一
、〇
〇
〇
人
。二

〇
一
五
年
時
点
か
ら
一
四
六
万
人
増
加

し
た
。こ
れ
を
男
女
別
で
見
る
と
、男
性

が
一
一
万
人
減
少
し
た
の
に
対
し
、女
性

は
一
五
七
万
人
の
増
加
。五
年
間
の
労
働

力
人
口
増
加
を
支
え
た
の
は
、女
性
で
あ

る
こ
と
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

　
女
性
労
働
力
数
の
増
加
が
、男
女
合

わ
せ
た
労
働
力
数
に
大
き
く
貢
献
し
つ

つ
あ
る
構
図
は
、産
業
別
の
建
設
業
で
も

抑
制
の
な
か
で
の
五
、〇
〇
〇
億
円
捻

出
は
、結
果
的
に
公
共
事
業
予
算
を
削

減
し
て
賄
っ
た
。当
時
は
、「
無
駄
な
公

共
事
業
」「
日
本
は
土
建
国
家
」「
公
共

事
業
の
投
資
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」

と
い
っ
た
投
資
抑
制
を
目
的
と
し
た
よ

う
な
公
共
事
業
批
判
に
対
し
、公
共
事

業
＝
社
会
資
本
の
二
つ
の
効
果
で
あ
る

「
フ
ロ
ー（
投
資
）」と「
ス
ト
ッ
ク（
資

産
）」両
面
で
の
効
果
が
議
論
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
冷
静
な
反
論
も
理
解
さ
れ

な
か
っ
た
。

劇
場
型
論
調
に
も
冷
静
に
対
応
を

　「
非
効
率
な
公
共
投
資
拡
大
は
成
長

に
も
生
活
の
向
上
に
も
つ
な
が
ら
ず
巨

額
の
財
政
赤
字
が
積
み
上
が
る
」と
い
っ

明
ら
か
だ
。国
勢
調
査
の
二
〇
一
五
年
と

二
〇
二
〇
年
を
比
較
す
る
と
、建
設
業
の

一
五
歳
以
上
就
業
者
数
は
男
女
合
算
で

二
〇
二
〇
年
に
は
四
万
七
、〇
〇
〇
人
減

少
し
た
。内
訳
は
、男
性
一
一
万
六
、〇

〇
〇
人
減
少
し
た
の
に
対
し
、女
性
は
六

万
九
、〇
〇
〇
人
増
加
し
た
。男
性
労
働

力
数
の
減
少
を
女
性
労
働
力
数
の
増
加

で
、統
計
上
の
建
設
業
労
働
力
数
を
維

持
・
支
え
て
い
る
格
好
と
言
え
る
。

　
働
く
女
性
の
活
躍
を
後
押
し
す
る
枠

組
み
も
整
い
つ
つ
あ
る
。二
〇
一
五
年
に

成
立
、二
〇
一
九
年
に
改
正
法
が
成
立
し

た「
女
性
活
躍
推
進
法
」で
は
同
法
に
基

づ
き
活
動
す
る
優
良
企
業
に
は
段
階
に

応
じ
て
認
定
マ
ー
ク（
え
る
ぼ
し
）も
付

与
。建
設
業
で
は
女
性
活
躍
推
進
法
に

沿
っ
た
取
り
組
み
や
評
価
を
公
共
工
事

発
注
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
す
る
動
き
も

広
が
り
始
め
て
い
る
。

　
た
だ
建
設
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成

取
り
組
み
で
大
き
な
課
題
の「
就
業
者
の

高
齢
化
進
行
」は
、他
産
業
よ
り
も
深
刻

で
、次
世
代
へ
の
技
術
承
継
懸
念
に
も
つ

な
が
る
。

　
地
方
都
市
の
あ
る
中
小
建
設
業
経
営

者
は
、「
社
内
の
技
術
者
と
技
能
者
の
平

た
、赤
字
国
債
問
題
を
建
設
国
債
に
す

り
替
え
る
論
調
も
出
る
な
か
、公
共
事
業

削
減
論
を
さ
ら
に
勢
い
づ
か
せ
た
の
が
、

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
民
主
党（
当
時
）へ

の
政
権
交
代
だ
っ
た
。

　
し
か
し
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
短

絡
的
な
劇
場
型
の
論
調
は
、大
き
な
転
換

期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。二
〇
一
一
年

東
日
本
大
震
災
と
二
〇
一
二
年
笹
子
ト

ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故
は
、社
会
イ
ン

フ
ラ
＝
公
共
事
業
投
資
に
対
す
る
国
民

の
意
識
を
大
き
く
変
え
た
か
ら
だ
。こ
の

こ
と
を
契
機
に
災
害
に
備
え
る
こ
と
と
、

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
問
題
へ
の
対
応
の
必
要

性
の
理
解
が
進
ん
だ
。さ
ら
に
熊
本
地
震

や
全
国
各
地
で
頻
発
し
た
風
・
豪
雨
災

害
を
受
け
、防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化

均
年
齢
は
六
〇
歳
。一
〇
年
後
が
見
え

な
い
」と
た
め
息
を
つ
く
。

　
将
来
の
担
い
手
確
保
・
育
成
へ
の
懸

念
が
強
い
の
は
、中
小
・
零
細
の
元
請
け

だ
け
で
は
な
い
。早
く
か
ら
外
国
人
技
能

実
習
制
度
を
活
用
し
、近
年
は
新
た
な

在
留
資
格
で
あ
る
特
定
技
能
制
度
を
利

用
し
、労
働
力
維
持
す
る
こ
と
に
活
路
を

見
い
だ
そ
う
と
す
る
専
門
工
事
業
、下
請

け
も
同
様
だ
。入
国
制
限
の
緩
和
が
進

む
な
か
、外
国
人
労
働
力
確
保
へ
の
期
待

は
高
ま
る
が
、一
方
で「
外
国
人
が
働
く

国
と
し
て
今
後
も
日
本
を
選
択
し
て
く

れ
る
か
ど
う
か
」と
い
う
不
安
は
尽
き
な

い
。日
本
が
、成
長
力
が
諸
外
国
に
見
劣

り
し
、最
低
賃
金
額
で
も
労
働
者
確
保

で
競
合
国
に
負
け
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　
高
齢
化
と
少
子
化
で
今
後
も
、労
働

力
人
口
を
増
や
す
た
め
の
下
支
え
役
と

し
て
、女
性
の
社
会
進
出
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
は
、国
勢
調
査
や
国
の
支
援

動
向
か
ら
も
明
ら
か
だ
。建
設
業
で
将
来

を
見
通
し
た
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す

る
に
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
っ
た
技
術
革
新
に

よ
る
、生
産
シ
ス
テ
ム
や
働
き
方
の
構
築

を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
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